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企画に当たって

識者に問う

地球規模で協力して取り組まねばならない気候変動問題。
市民参加による新しい取り組み、気候市民会議の可能性を探る。
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2023 年は世界各地で異常高温が発

生。国連のグテーレス事務総長は改

めて危機感を露わにして、各国の地

球温暖化対策の遅れを非難した。

既存の政治システムが有効な策を講

じられずにいる中、市民参加による

新しい取り組み、気候市民会議が日

本でも広がりを見せ、社会を動かす

ことが期待されている。

気候市民会議はどのような意義があ

るのか。

日本で実効性ある取り組みにするに

は、何が必要か。

本テーマに詳しい研究者や環境団体、

自治体の長に聞いた。

気候市民会議は
社会を動かせるか



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

気
候
市
民
会
議
が
よ
う
や
く
日
本
で
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

二
〇
一
五
年
に
パ
リ
協
定
が
結
ば
れ
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
世
界
的
な
取
り
組
み
が
進
ん
だ
が
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

二
〇
一
九
年
か
ら
二
〇
年
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
気
候
市
民
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
気
候
市
民
会
議
に
は
、
政
治

家
や
専
門
家
、
民
間
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
気
候
変
動
問
題
対
策
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
ア
ク
タ
ー
に
加
え
、
市

民
が
議
論
に
参
加
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
、
二
〇
一
八
年
秋
の
燃
料
税
引
き
上
げ
へ
の
反
発
、「
黄
色
の
ベ
ス
ト
」
運
動
を
受
け
て
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
の
下
、
気
候

市
民
会
議
が
開
催
さ
れ
た
よ
う
に
、
現
状
の
民
主
主
義
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
の
側
面
を
持
ち
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ま
で
の
選
挙
中
心
の

代
議
制
民
主
主
義
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
日
本
で
も
「
気
候
市
民
会
議
さ
っ
ぽ
ろ
二
〇
二
〇
」
を
皮
切
り

に
、
年
々
開
催
数
が
増
加
し
て
い
る
（
注
一
）。
本
特
集
で
は
、
日
本
に
お
け
る
気
候
市
民
会
議
の
現
状
と
課
題
を
考
え
て
み
た
い
。

民
主
主
義
の
現
状
を
変
え
る
可
能
性

気
候
市
民
会
議
は
な
ぜ
現
状
の
民
主
主
義
を
変
え
る
可
能
性
を
持
つ
の
か
。
選
挙
で
選
ば
れ
る
議
員
は
、
有
権
者
の
希
望
に
沿
う
べ
く
、

ど
う
し
て
も
選
挙
区
な
ど
特
定
地
域
の
問
題
に
関
心
が
向
か
い
が
ち
で
あ
る
。
ま
た
再
選
を
目
指
す
以
上
、
任
期
中
に
実
現
可
能
な
課
題

を
、
長
期
的
取
り
組
み
が
必
要
な
課
題
よ
り
優
先
さ
せ
て
し
ま
う
。
札
幌
で
の
会
議
に
関
わ
っ
た
名
古
屋
大
学
大
学
院
の
三
上
直
之
教
授

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
従
来
の
社
会
的
な
意
思
決
定
の
仕
組
み
で
は
、
気
候
変
動
問
題
の
よ
う
な
長
期
的
課
題
は
後
回
し
に
さ
れ
が
ち
」

な
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
選
挙
を
気
に
す
る
必
要
の
な
い
一
般
市
民
は
、
よ
り
自
由
か
つ
長
期
的
な
視
点
か
ら
気
候
変
動
の
問
題
に
取
り
組
め
る

の
が
メ
リ
ッ
ト
だ
。
特
に
市
民
の
参
加
者
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
無
作
為
選
出
の
く
じ
引
き
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仮
に
選
ば
れ
な

か
っ
た
市
民
で
あ
っ
て
も
、「
自
分
も
選
ば
れ
た
可
能
性
が
あ
る
」
と
思
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
れ
は
、
議
論
の
結
果
へ
の
納
得
感

や
手
続
き
の
正
当
性
に
寄
与
す
る
と
、
東
京
大
学
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
の
江
守
正
多
教
授
は
説
く
。

何
よ
り
、
参
加
し
た
市
民
に
芽
生
え
る
当
事
者
意
識
が
気
候
市
民
会
議
の
魅
力
で
あ
る
。
多
く
の
市
民
に
気
候
変
動
問
題
に
つ
い
て
の

関
心
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
直
ち
に
何
ら
か
の
具
体
的
行
動
へ
と
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
。
多
く
の
気
候
市
民
会
議
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
務
め
て
き
た
東
京
大
学
大
学
院
の
岩
崎
茜
助
教
は
、
参
加
者
に
「
え
っ
、
そ
れ
っ
て
私
た
ち
が
や
る
の
？
」
と
い
う
反
応
が
起
き

る
と
報
告
し
て
い
る
。
専
門
家
か
ら
の
情
報
提
供
は
も
ち
ろ
ん
、
丁
寧
に
設
計
さ
れ
た
熟
議
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
初
め
て
、
多
く
の
参
加

者
は
「
自
分
ご
と
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

日
本
で
も
広
が
る
気
候
市
民
会
議

―
代
議
制
民
主
主
義
を
進
化
さ
せ
る
可
能
性

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
／
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所 

教
授

宇
野
重
規
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二
〇
五
〇
年
の
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
に
向
け
て
あ
ま
り
に
課
題
は
多
く
、
道
は
前
途
遼り

ょ
う

遠え
ん

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
世

界
的
に
民
主
主
義
の
後
退
が
語
ら
れ
る
今
日
、
地
域
か
ら
世
界
ま
で
が
協
力
し
な
け
れ
ば
前
進
が
難
し
い
の
が
気
候
変
動
問
題
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
気
候
市
民
会
議
の
発
展
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

宇
野
重
規
（
う
の
・
し
げ
き
）�

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
。
東
京
大
学
博
士
（
法
学
）。
専
門
は
政
治
思

想
史
、
政
治
哲
学
。

日
本
の
気
候
市
民
会
議
の
課
題
と
は

と
は
い
え
、
日
本
に
お
け
る
気
候
市
民
会
議
に
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
確
か
だ
ろ
う
。
気
に
な
る
の
は
ま
ず
、
気
候
変
動
問
題
に

対
す
る
世
論
の
広
が
り
や
盛
り
上
が
り
で
あ
る
。
米
国
の
Ｐ
Ｅ
Ｗ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
二
〇
二
一
年
に
行
っ
た
「
気
候
変
動
に
関
す
る

国
際
意
識
調
査
」（
注
二
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
五
年
か
ら
二
一
年
に
か
け
て
、「
自
分
が
生
き
て
い
る
間
に
自
分
が
気
候
変
動
に
よ
る
悪
影

響
を
受
け
る
心
配
が
あ
る
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、
多
く
の
国
で
「
と
て
も
心
配
だ
」
と
回
答
す
る
割
合
が
増
え
て
い
る
な
か
、
日
本

で
は
逆
に
八
％
も
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
閣
府
の
二
〇
二
〇
年
の
「
気
候
変
動
に
関
す
る
世
論
調
査
」（
公
表
は
二
〇
二
一
年
）（
注
三
）

に
よ
れ
ば
、
地
球
環
境
問
題
に
「
関
心
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
割
合
が
最
も
低
い
の
は
一
八
〜
二
九
歳
で
あ
っ
た
。

長
ら
く
気
候
変
動
問
題
に
関
わ
っ
て
き
た
、
シ
ン
ク
タ
ン
クClim

ate Integrate

の
平
田
仁
子
代
表
理
事
も
、
問
題
意
識
が
高
ま
り
を

見
せ
て
も
、「
通
り
過
ぎ
れ
ば
ま
た
揺
り
戻
し
て
し
ま
う
」
の
が
こ
れ
ま
で
の
日
本
で
あ
っ
た
が
、
自
治
体
に
お
け
る
気
候
市
民
会
議
の

動
き
に
希
望
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
で
も
「
大
き
な
社
会
課
題
と
市
民
の
意
識
」「
政
策
決
定
者
と
市
民
」「
現
在
の
世
界
と
達
成

し
た
い
未
来
」
と
の
間
に
は
溝
が
残
っ
て
い
る
。
教
育
を
含
め
、
問
題
に
対
す
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
醸
成
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

気
候
市
民
会
議
を
あ
く
ま
で
市
民
が
主
体
に
な
っ
て
行
う
意
義
を
強
調
す
る
意
見
が
多
い
一
方
で
、
国
や
自
治
体
の
役
割
を
重
視
す
る

意
見
も
少
な
く
な
い
。
せ
っ
か
く
会
議
が
提
言
を
行
な
っ
て
も
、
そ
れ
が
法
案
化
さ
れ
、
自
治
体
の
実
施
計
画
が
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
意

味
が
な
い
。
ま
た
会
議
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
そ
も
そ
も
準
備
や
調
整
が
欠
か
せ
な
い
。
気
候
市
民
会
議
を
開
催
し
た
つ
く
ば
市
の
五
十

嵐
立
青
市
長
は
、「
分
厚
い
市
民
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
、
い
わ
ば
『
民
主
主
義
に
対
す
る
コ
ス
ト
』
だ
」
と
強
調
す
る
。
と
は
い
え
、

国
の
制
度
を
変
え
る
に
は
あ
ま
り
に
も
多
く
の
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
り
、
自
治
体
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と

す
る
。

気
候
市
民
会
議
、
民
主
主
義
、
気
候
変
動
問
題

（
注
一
）https://citizensassem

bly.jp/project/cd_kaken/jp-list

（
注
二
）https://www.pewresearch.org/global/2021/09/14/in-response-to-clim

ate-change-citizens-in-advanced-econom
ies-are-willing-to-alter-how-they-live-and-work/

（
注
三
）https://survey.gov-online.go.jp/r02/r02-kikohendo/
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気
候
市
民
会
議
の

意
義
は
何
か
。

日
本
で
実
効
性
あ
る

取
り
組
み
に
す
る
に
は
、

何
が
必
要
か
。

市民を巻き込んだ議論で
社会全体に大きな変化を

名古屋大学大学院環境学研究科 教授三上直之

ミニ・パブリックス、民主主義のあり方、意思決定の仕組み

熟議で「分厚い市民社会」、
自治体は先導を

つくば市長五十嵐立青

行動変容の根拠、サイレントマジョリティーの声、民主主義のコスト

国の政策にも、
市民の熟議による市民参加を

東京大学未来ビジョン研究センター 教授江守正多

手続きの正当性、納得感ある合意形成、不正義の構造

気候変動問題、熟議を経て
「自分ごと」として捉え直す

東京大学大学院農学生命科学研究科 助教岩崎 茜

社会を変えるアクション、熟議のプロセス、前向きな視点

Climate Integrate 代表理事平田仁子
気候市民会議を突破口に、
社会システムの根っこを問い直す

当事者意識、市民参加型の協働、達成したい未来との溝
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聞き手：渡部春佳（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）
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識
者
に
問
う

気
候
市
民
会
議
の
意
義
は
何
か
。
日
本
で
実
効
性
あ
る
取
り
組
み
に
す
る
に
は
、
何
が
必
要
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
議
論
で

社
会
全
体
に
大
き
な
変
化
を

〇
五
〇
年
を
め
ど
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
目
標
の
達
成
に
向
け
、

二
〇
一
九
年
頃
か
ら
欧
州
の
国
や
自
治
体
な
ど
で
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
（
無
作
為
選
出
型
の
市

民
会
議
）
の
手
法
を
用
い
た
気
候
市
民
会
議
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
関
心
の
薄

か
っ
た
層
を
含
む
一
般
の
人
々
を
巻
き
込
み
、
社
会
全
体
の
変
化
を
促
す
こ
と
を
目
指
し
た
取
り
組
み
で
あ

る
。日

本
で
は
、
二
〇
二
〇
年
に
わ
れ
わ
れ
が
札
幌
市
で
初
め
て
試
行
し
て
以
来
、
各
地
の
自
治
体
で
開
催
さ

れ
始
め
て
い
る
。
参
加
者
は
年
代
や
性
別
、
居
住
エ
リ
ア
な
ど
が
地
域
全
体
の
縮
図
に
な
る
よ
う
無
作
為
に

選
ば
れ
る
。
国
内
で
は
今
の
と
こ
ろ
、
月
に
一
回
、
半
日
く
ら
い
の
時
間
を
と
っ
て
計
五
回
ほ
ど
会
議
が
重

ね
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
脱
炭
素
を
地
域
で
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
に
つ
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
住
ま
い
、

移
動
、
ま
ち
づ
く
り
、
食
な
ど
複
数
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
専
門
家
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
、
参
加
者
自
身

が
議
論
を
重
ね
る
。
結
果
は
政
策
提
言
の
形
に
ま
と
め
、
自
治
体
の
気
候
変
動
対
策
な
ど
に
活
用
す
る
。

こ
の
方
法
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
従
来
の
社
会
的
な
意
思
決
定
の
仕
組
み
で
は
、
気
候
変
動

問
題
の
よ
う
な
長
期
的
課
題
は
後
回
し
に
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
今
の
民
主
主
義
の
仕
組
み
で
は
、

政
策
決
定
を
担
う
政
治
家
の
視
野
は
、
数
年
に
一
度
の
選
挙
や
、
選
挙
区
、
支
持
母
体
と
な
る
業
界
な
ど
、

時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
狭
く
限
定
さ
れ
や
す
い
。
そ
こ
で
無
作
為
に
選
ば
れ
た
参
加
者
が
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
情
報
提
供
を
受
け
て
熟
議
す
る
こ
と
で
、
人
々
が
抱
く
気
候
変
動
へ
の
不
安
や
懸
念
を
顕
在
化
さ
せ
、

取
る
べ
き
対
策
を
幅
広
い
視
点
か
ら
編
み
出
し
、
政
策
決
定
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

気
候
市
民
会
議
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
重
要
な
の
は
、
ま
ず
、
地
域
に
適
し
た
「
テ
ー
マ
設
定
」
を

す
る
こ
と
。
地
域
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
の
主
要
な
排
出
源
な
ど
は
異
な
る
た
め
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
テ
ー

マ
設
定
が
必
要
だ
。
ま
た
、
自
治
体
が
主
催
す
る
場
合
、
行
政
が
会
議
の
提
言
に
「
応
答
」
し
、
会
議
結
果

を
実
質
的
に
生
か
せ
る
態
勢
を
整
え
た
上
で
開
催
す
る
こ
と
も
大
切
だ
。
市
民
会
議
の
提
言
を
全
て
受
け
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
即
応
で
き
な
い
場
合
や
別
の
案
を
優
先
す
る
場
合
、
そ
の

理
由
を
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
も
重
要
だ
。
さ
ら
に
、
会
議
運
営
へ
の
「
市
民
の
参
画
」
も
重
視
し
た
い
。

行
政
が
単
独
で
行
う
だ
け
で
な
く
、
市
民
団
体
な
ど
と
協
働
し
て
企
画
運
営
す
る
形
式
も
取
り
入
れ
た
い
。

西
欧
で
は
、
国
レ
ベ
ル
の
気
候
市
民
会
議
が
す
で
に
大
半
の
国
で
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
自
治
体
で

の
活
用
を
踏
ま
え
、
こ
の
方
法
を
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
国
民
的
議
論
に
生
か
す
可
能
性
を
追
求
す
べ
き
だ
。

�環
境
社
会
学
、
科
学
技
術
社
会
論
を
専
門
と
す
る
。
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
の
手
法
を
中
心
に
、
環
境
政
策
や
科
学
技
術
へ
の
市
民
参
加

を
実
践
的
に
研
究
し
て
き
た
。
二
〇
二
〇
年
に
、
代
表
を
務
め
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
日
本
で
最
初
の
気
候
市
民
会
議

を
札
幌
で
開
催
。
以
後
、
国
内
の
他
地
域
で
の
気
候
市
民
会
議
に
も
助
言
者
と
し
て
関
わ
る
。
北
海
道
大
学
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ

ー
養
成
ユ
ニ
ッ
ト
（CoSTEP

）
特
任
准
教
授
、
同
大
学
高
等
教
育
推
進
機
構
准
教
授
等
を
経
て
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
よ
り
現
職
。
気

候
市
民
会
議
に
関
す
る
著
書
に
『
気
候
民
主
主
義
―
次
世
代
の
政
治
の
動
か
し
方
』（
二
〇
二
二
年
、
岩
波
書
店
）。
博
士
（
環
境
学
）。

三
上
直
之
（
み
か
み
・
な
お
ゆ
き
）

三上直之〔2022〕

気候民主主義
次世代の政治の動かし方

岩波書店

三
上
直
之

名
古
屋
大
学
大
学
院

環
境
学
研
究
科

教
授

二
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識
者
に
問
う

気
候
市
民
会
議
の
意
義
は
何
か
。
日
本
で
実
効
性
あ
る
取
り
組
み
に
す
る
に
は
、
何
が
必
要
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

国
の
政
策
に
も
、

市
民
の
熟
議
に
よ
る
市
民
参
加
を

江
守
正
多

東
京
大
学

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授

候
変
動
対
策
は
「
快
適
で
便
利
な
生
活
を
犠
牲
に
し
、
地
球
に
貢
献
す
る
こ
と
」
と
捉
え
ら
れ
が
ち

だ
が
、
我
慢
し
て
エ
コ
な
生
活
を
す
る
こ
と
が
こ
の
問
題
の
本
質
で
は
な
い
。
必
要
な
の
は
、
個
々

人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
以
前
に
、
ま
ず
は
社
会
の
ル
ー
ル
や
仕
組
み
を
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
変
え
て
い

く
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
変
更
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
、
正
当
性
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
る

意
思
決
定
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。
気
候
市
民
会
議
は
、
そ
の
点
で
大
き
な
意
義
が
期
待
さ
れ
る
。

気
候
市
民
会
議
は
、
一
般
の
市
民
の
中
か
ら
、
く
じ
引
き
で
選
ば
れ
た
人
が
参
加
す
る
た
め
、
気
候
変
動

問
題
に
関
心
が
高
い
市
民
か
ら
低
い
市
民
ま
で
、
関
心
度
の
異
な
る
幅
広
い
市
民
の
意
見
が
提
示
さ
れ
る
。

参
加
者
は
議
論
に
よ
っ
て
気
づ
き
を
得
る
が
、
そ
れ
自
体
は
会
議
の
最
大
の
目
的
で
は
な
い
。
よ
り
重
要
な

点
は
、
く
じ
引
き
に
当
た
ら
な
か
っ
た
市
民
が
、「
自
分
も
選
ば
れ
た
可
能
性
が
あ
る
」「
自
分
の
よ
う
な
市

民
が
一
員
と
な
っ
て
、
議
論
さ
れ
た
」
と
考
え
、
議
論
の
結
果
に
一
定
の
納
得
感
を
も
つ
こ
と
だ
。
民
主
主

義
的
な
手
続
き
の
正
当
性
が
共
有
さ
れ
る
た
め
、
参
加
し
て
い
な
く
て
も
、
提
言
へ
の
市
民
の
支
持
を
高
め

や
す
く
な
る
。

気日
本
の
市
民
も
気
候
変
動
問
題
へ
の
関
心
は
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
違
い
も
目
立

つ
。
一
つ
は
、
問
題
の
認
識
の
さ
れ
方
だ
。
日
本
で
は
「
こ
れ
以
上
暑
い
と
大
変
だ
」
と
い
う
漠
然
と
し
た

危
機
感
だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
気
候
変
動
の
問
題
は
国
家
間
や
世
代
間
に
お
け
る
不
正
義
の
構
造
だ
と

さ
れ
る
。
被
害
を
受
け
る
の
は
貧
し
い
国
や
人
々
、
将
来
世
代
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
比
較
的
共
有
さ
れ
て

い
る
。

も
う
一
つ
は
、
英
、
仏
の
よ
う
に
国
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、
市
民
や
環
境
団
体
等
か
ら
の
強
い
要
望
に
よ
り
、
行
政
や
議
会
が
主
導
し
て
気
候
市
民
会
議
を
開
催
し

て
い
る
。
中
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
会
議
の
議
論
か
ら
法
案
が
で
き
る
な
ど
の
成
功
事
例
が
あ
る
。

日
本
で
は
、
首
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
住
民
が
会
議
を
実
現
す
る
と
い
う
、
自
治
体
が
主
導

す
る
気
候
市
民
会
議
が
増
え
て
は
い
る
が
、
国
の
政
策
に
つ
い
て
の
一
般
の
人
々
の
会
議
の
設
置
は
進
ん
で

い
な
い
。
日
本
で
の
唯
一
の
例
外
は
、
二
〇
一
二
年
に
行
わ
れ
た
、
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
後
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
の
議
論
だ
が
、
特
殊
な
事
例
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
国
も
、
市
民

の
声
を
聴
い
て
政
策
的
な
議
論
を
す
る
取
り
組
み
を
真
剣
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。

�気
候
科
学
を
専
門
と
し
、
地
球
温
暖
化
の
将
来
予
測
と
リ
ス
ク
論
を
研
究
し
て
い
る
。
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
第
五
次
、
第

六
次
評
価
報
告
書
主
執
筆
者
。
気
候
市
民
会
議
で
は
国
内
数
々
の
自
治
体
で
専
門
家
と
し
て
関
わ
る
。
一
九
九
七
年
よ
り
国
立
環
境
研
究

所
に
勤
務
。
気
候
変
動
リ
ス
ク
評
価
研
究
室
長
等
を
経
て
、
二
〇
二
二
年
よ
り
上
級
主
席
研
究
員
。
同
年
よ
り
東
京
大
学
未
来
ビ
ジ
ョ
ン

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
（
国
立
環
境
研
究
所
と
の
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
）。
博
士
（
学
術
）。
著
書
多
数
。
二
〇
二
三
年
雑
誌
『
世
界
』

で
「
気
候
再
生
の
た
め
に
」
を
隔
月
連
載
す
る
な
ど
、
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
市
民
の
理
解
を
促
進
す
る
活
動
を
意
欲
的
に
行
っ
て
い
る
。

江
守
正
多
（
え
も
り
・
せ
い
た
）

江守正多〔2023〕

気候市民会議から見える景色
『Yahoo!ニュースエキスパート（江守正多の記事一覧）』

https://news.yahoo.co.jp/expert/authors/emoriseita
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識
者
に
問
う

気
候
市
民
会
議
の
意
義
は
何
か
。
日
本
で
実
効
性
あ
る
取
り
組
み
に
す
る
に
は
、
何
が
必
要
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

気
候
変
動
問
題
、
熟
議
を
経
て

「
自
分
ご
と
」
と
し
て
捉
え
直
す

岩
崎 

茜

東
京
大
学
大
学
院

農
学
生
命
科
学
研
究
科 

助
教

幌
市
、
川
崎
市
、
厚
木
市
、
つ
く
ば
市
な
ど
の
自
治
体
の
気
候
市
民
会
議
で
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

を
担
当
し
て
き
た
。
気
候
変
動
問
題
と
い
う
地
球
規
模
の
テ
ー
マ
と
参
加
者
の
意
識
と
を
結
び
つ
け
、

意
見
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
会
議
を
進
行
す
る
役
割
だ
。
会
議
は
全
六
回
く
ら
い
だ
が
、
最
初
の
一
～
二
回
、

参
加
者
は
な
か
な
か
問
題
を
「
自
分
ご
と
」
と
捉
え
ら
れ
な
い
。
自
分
が
や
れ
る
範
囲
で
エ
コ
な
生
活
を
す

る
の
に
異
論
は
な
い
が
、「
本
質
的
な
対
策
は
、
社
会
を
変
え
る
た
め
に
ア
ク
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
」
と
伝
え

る
と
、「
え
っ
、
そ
れ
っ
て
私
た
ち
が
や
る
の
？
」
と
い
う
反
応
が
出
る
。
そ
う
し
た
市
民
も
、
丁
寧
に
設

計
さ
れ
た
熟
議
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
少
し
ず
つ
問
題
を
自
分
ご
と
と
捉
え
、
社
会
や
地
域
の
た
め
に
自
分

に
で
き
る
こ
と
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
る
。
会
議
を
経
て
「
選
挙
で
脱
炭
素
が
争
点
に
な
ら
な
い
、
次
の

選
挙
で
は
気
候
変
動
問
題
へ
の
ス
タ
ン
ス
に
注
目
し
て
み
た
い
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
市
民
も
い
た
。

気
候
変
動
問
題
は
、
情
報
の
啓
発
だ
け
で
は
な
か
な
か
自
分
ご
と
に
な
ら
な
い
。
正
確
な
科
学
的
事
実
の

提
供
は
必
要
だ
が
、
対
策
に
後
ろ
向
き
に
な
る
よ
り
も
、「
環
境
や
自
然
を
守
り
な
が
ら
、
自
分
た
ち
が
豊

か
に
生
き
る
た
め
に
、
暮
ら
し
や
す
い
未
来
の
ま
ち
を
創
造
す
る
」
と
い
う
前
向
き
な
視
点
を
共
有
す
る
こ

と
が
重
要
だ
。
向
き
合
い
方
が
変
わ
る
と
、
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
も
出
や
す
く
な
る
。

会
議
の
運
営
は
、
自
治
体
ご
と
に
違
い
が
あ
る
。
そ
の
違
い
か
ら
感
じ
る
の
は
、
一
つ
目
は
、
市
民
主
体

で
会
議
を
運
営
す
る
こ
と
の
大
切
さ
だ
。
厚
木
市
で
は
、
市
民
有
志
の
団
体
が
母
体
と
な
っ
た
こ
と
で
、
一

連
の
会
議
が
終
了
し
た
後
の
活
動
に
も
つ
な
が
り
や
す
く
な
っ
た
。
自
分
た
ち
の
地
域
の
た
め
に
核
と
な
っ

て
活
動
す
る
人
が
実
行
委
員
等
に
な
り
、
専
門
家
の
力
を
借
り
な
が
ら
会
議
の
運
営
に
関
わ
る
の
が
理
想
的

だ
。
二
つ
目
は
、
行
政
の
関
与
の
あ
り
方
で
あ
る
。
会
議
で
取
り
ま
と
め
た
提
言
が
、
宙
に
浮
く
こ
と
な
く

受
け
止
め
ら
れ
、
有
意
義
な
形
で
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
点
、
例
え
ば
つ
く
ば
市
で
は
、
提

言
を
受
け
た
市
長
が
「
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
実
行
し
ま
す
」
と
表
明
し
た
こ
と
は
、
参
加
市
民
に
も
大
き

な
パ
ワ
ー
を
与
え
た
と
思
う
。
三
つ
目
は
、
専
門
家
の
役
割
。
議
論
す
べ
き
論
点
の
抽
出
や
情
報
提
供
の
内

容
な
ど
事
前
の
設
計
が
非
常
に
重
要
で
、
こ
れ
は
専
門
家
に
し
か
で
き
な
い
。
ゴ
ー
ル
に
向
け
て
ど
う
ア
ジ

ェ
ン
ダ
を
設
定
し
、
進
め
方
を
工
夫
す
る
か
に
よ
り
、
会
議
の
成
果
は
大
き
く
変
わ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地

域
の
市
民
が
主
体
と
な
り
つ
つ
多
様
な
人
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
が
実
効
性
を
担
保
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
以
後
は
対
面
で
の
会
議
が
増
え
て
き
た
が
、
多
様
な
方
々
の
参
加
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
と
い

う
意
味
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
に
も
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

� 札

「あつぎ気候市民会議」ホームページ
https://sites.google.com/kikoshiminkaigi.atsugi-shiminhatsudensho.net/ 

public/home?authuser=0

環
境
哲
学
・
倫
理
学
を
専
門
と
し
、
特
に
、
研
究
と
社
会
と
を
つ
な
ぐ
媒
介
者
と
な
っ
て
、
環
境
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
双
方
向
対
話
の

実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
気
候
市
民
会
議
で
は
、
国
内
数
々
の
自
治
体
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
担
当
し
て
い
る
。
日
本
科
学
未
来
館

で
専
門
家
と
一
般
の
人
々
と
の
橋
渡
し
を
す
る
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
し
て
多
く
の
経
験
を
積
む
。
国
立
環
境
研
究
所
社
会
対
話
・

協
働
推
進
オ
フ
ィ
ス
を
経
て
、
二
〇
二
二
年
、
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科One Earth Guardians

育
成
機
構
特
任
助
教
、

二
〇
二
三
年
よ
り
、
現
職
。
博
士
（
社
会
学
）。

岩
崎 

茜
（
い
わ
さ
き
・
あ
か
ね
）
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識
者
に
問
う

気
候
市
民
会
議
の
意
義
は
何
か
。
日
本
で
実
効
性
あ
る
取
り
組
み
に
す
る
に
は
、
何
が
必
要
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

気
候
市
民
会
議
を
突
破
口
に
、

社
会
シ
ス
テ
ム
の
根
っ
こ
を
問
い
直
す

平
田
仁
子

C
lim

ate Integrate

代
表
理
事

候
変
動
問
題
の
特
有
の
難
し
さ
は
、
人
類
の
文
明
史
を
塗
り
替
え
る
ほ
ど
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ

と
に
加
え
て
、
社
会
、
経
済
、
産
業
の
構
造
に
複
雑
に
関
係
し
た
シ
ス
テ
ム
の
問
題
で
あ
る
こ
と
だ
。

特
に
日
本
で
は
、
関
わ
る
「
ア
ク
タ
ー
」
の
多
さ
が
逃
げ
る
口
実
に
な
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
意
識

を
持
て
ず
に
い
る
。
政
府
は
「
米
国
や
中
国
の
問
題
だ
」、
企
業
は
「
国
の
問
題
だ
」
と
し
、
そ
し
て
、
個

人
は
「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
」
と
逃
げ
て
い
る
。
日
本
で
原
発
事
故
が
起
き
て
も
、
ま

た
、
外
交
圧
力
が
あ
っ
て
も
、
通
り
過
ぎ
れ
ば
ま
た
揺
り
戻
し
て
し
ま
う
状
況
に
、
何
度
も
失
意
を
感
じ
て

き
た
。

こ
う
し
た
中
、
自
治
体
に
お
け
る
気
候
市
民
会
議
の
動
き
に
、
最
初
は
や
や
懐
疑
的
で
あ
っ
た
が
、
少
し

ず
つ
、
希
望
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
行
政
が
一
定
の
覚
悟
を
も
ち
、
市
民
参
加
型
で
進
め
て
い
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
、
地
域
か
ら
「
突
き
抜
け
る
」
手
法
に
な
る
。
日
本
に
も
そ

の
可
能
性
が
開
か
れ
始
め
た
と
感
じ
て
い
る
。

私
は
、
気
候
市
民
会
議
に
は
「
三
つ
の
溝
」
を
埋
め
る
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
一
つ
目
は
、
気
候
変
動

気と
い
う
大
き
な
社
会
課
題
と
市
民
の
意
識
の
溝
を
埋
め
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
課
題
だ
と
考
え
る
手
段
に

な
る
こ
と
。
気
候
変
動
問
題
は
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
全
面
的
な
転
換
が
必
要
な
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
問
題
が
大
き
す
ぎ
る
た
め
に
、「
誰
も
が
当
事
者
で
あ
る
」
と
い
う
感
覚
を
持
ち
に
く
い
。
こ
の
現
状

を
打
開
す
る
。
二
つ
目
は
、
政
策
決
定
者
と
市
民
の
溝
を
埋
め
、
市
民
参
加
型
の
協
働
の
あ
り
方
を
開
く
こ

と
。
特
に
日
本
は
、
政
策
形
成
を
方
向
付
け
る
政
治
や
意
思
決
定
の
シ
ス
テ
ム
が
、
い
ま
だ
に
経
済
成
長
時

代
の
ア
ク
タ
ー
に
固
定
さ
れ
て
い
る
。
市
民
参
加
は
、
こ
う
し
た
既
存
の
縦
割
り
の
意
思
決
定
の
構
造
に
メ

ス
を
い
れ
る
。
三
つ
目
は
、
化
石
燃
料
に
依
存
し
た
現
在
の
世
界
と
、
達
成
し
た
い
未
来
と
の
溝
を
埋
め
る

方
策
を
探
る
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
課
題
は
、
市
民
、
企
業
、
自
治
体
、
政
府
そ
れ
ぞ
れ
の
気
候
変
動
問
題
に
対
す
る
基
礎
的
な
認
識

が
薄
い
点
に
あ
る
。
教
育
の
過
程
で
、「
過
去
の
常
識
は
今
後
の
非
常
識
で
あ
り
、
社
会
や
経
済
構
造
を
問

い
直
す
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
問
い
か
け
は
な
さ
れ
ず
、
大
人
も
子
ど
も
も
「
こ
ま
め
な
省
エ
ネ
」
以
上
の

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
で
き
て
い
な
い
。
構
造
的
な
シ
ス
テ
ム
の
課
題
と
し
て
把
握

し
、
危
機
感
を
持
っ
て
向
き
合
わ
な
い
限
り
、
日
本
は
、
シ
ス
テ
ム
の
根
っ
こ
を
問
い
直
す
問
題
に
対
応
で

き
な
い
。
各
地
の
気
候
市
民
会
議
は
そ
の
取
り
組
み
の
突
破
口
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�独
立
系
の
気
候
政
策
シ
ン
ク
タ
ン
クClim

ate Integrate

の
代
表
理
事
。
ア
メ
リ
カ
の
環
境
団
体
の
経
験
を
経
て
、
一
九
九
八
年
か
ら

二
〇
二
一
年
ま
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
国
際
交
渉
や
国
内
外
の
気
候
変
動
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
研
究
・
分
析
・

提
言
お
よ
び
情
報
発
信
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
二
〇
二
二
年
に
、Clim

ate Integrate

を
設
立
。
国
内
外
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
連
携
し
、
各

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
脱
炭
素
へ
の
動
き
を
支
援
す
る
。
著
書
に
『
気
候
変
動
と
政
治
』（
二
〇
二
一
年
、
成
文
堂
）
ほ
か
。
石
炭
火
力

発
電
所
の
建
設
計
画
中
止
へ
の
取
り
組
み
で
、
二
〇
二
一
年
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
環
境
賞
を
受
賞
。
博
士
（
社
会
科
学
）。

平
田
仁
子
（
ひ
ら
た
・
き
み
こ
）

平田仁子〔2023〕

日本の気候変動対策はなぜ進まないのか
『世界』第 974号 2023年 10月
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識
者
に
問
う

気
候
市
民
会
議
の
意
義
は
何
か
。
日
本
で
実
効
性
あ
る
取
り
組
み
に
す
る
に
は
、
何
が
必
要
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

熟
議
で
「
分
厚
い
市
民
社
会
」、
自
治
体
は
先
導
を

五
十
嵐
立
青

つ
く
ば
市
長

候
変
動
問
題
に
つ
い
て
、
つ
く
ば
市
の
施
策
と
し
て
住
宅
省
エ
ネ
補
助
金
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の

取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
弱
い
と
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
市
民
が
熟
議
し

た
結
果
を
政
策
に
結
び
つ
け
る
仕
組
み
で
あ
る
「
気
候
市
民
会
議
つ
く
ば
」
を
立
ち
上
げ
た
。

今
回
初
め
て
、
気
候
市
民
会
議
を
経
験
し
た
が
、
非
常
に
効
果
的
な
仕
組
み
だ
と
考
え
て
い
る
。
気
候
変

動
問
題
で
は
、
市
民
の
行
動
変
容
を
促
す
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
市
民
の
熟
議
を
経
た
提
言
は
、
行
政

主
体
の
計
画
書
と
は
異
な
る
重
み
を
持
ち
、
行
動
変
容
を
促
す
強
い
根
拠
と
な
る
。
会
議
が
出
し
た
提
言
書

は
、
市
で
内
容
を
全
て
精
査
し
、
市
が
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
形
で
実
施
計
画
を
作
成
す
る
。

ま
た
、
気
候
市
民
会
議
に
は
、
日
頃
は
政
策
に
あ
ま
り
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
市
民
を
含
め
、
多
様
な
市

民
が
参
加
す
る
。
従
来
の
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
の
や
り
方
で
は
、
あ
え
て
自
ら
参
加
す
る
こ
と

の
な
い
「
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
」
の
声
は
聞
け
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
気
候
市
民
会
議
は
、
く
じ

引
き
で
選
ば
れ
た
市
民
が
参
加
す
る
ゆ
え
に
、
自
由
な
声
や
提
案
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
義
は
大
き

か
っ
た
。
近
年
は
、
ネ
ッ
ト
で
の
差
別
的
、
排
外
的
な
極
端
な
議
論
が
政
策
に
影
響
を
与
え
る
懸
念
が
高
ま

っ
て
い
る
。「
分
厚
い
市
民
社
会
」
を
作
る
に
は
、
ネ
ッ
ト
の
大
き
な
声
に
踊
ら
さ
れ
ず
、
こ
う
し
た
対
話

に
よ
る
熟
議
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
し
、
知
識
量
の
異
な
る
参
加
者
に
必
要
な
情
報
を
過
不
足
な
く
用
意
し
、
適
切
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
設

定
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
非
常
に
多
く
の
準
備
や
調
整
の
「
工
数
」（
過
程
）
を
踏
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
実

施
の
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
審
議
会
で
市
民
委
員
を
募
集
し
て
、
住
民
説
明
会
と

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
ほ
う
が
楽
で
は
あ
る
が
、「
分
厚
い
市
民
社
会
」
を
つ
く
る
た
め
の
、
い
わ
ば
「
民

主
主
義
に
対
す
る
コ
ス
ト
」
だ
と
考
え
て
い
る
。

気
候
市
民
会
議
は
、
今
後
、
全
国
的
に
普
及
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
自
治
体
と
し
て

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
く
中
で
、
そ
の
動
き
を
国
の
全
体
の
変
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
可
能
だ
。
国

の
制
度
を
変
え
る
に
は
多
く
の
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
調
整
も
進
め
な
く
て
は
な
ら

ず
、
国
の
動
き
を
待
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
。
自
治
体
は
、
積
極
的
に
先
導
す
る
必
要
が
あ
る
。

�茨
城
県
つ
く
ば
市
長
。
つ
く
ば
市
議
（
二
期
）
を
経
て
、
二
〇
一
六
年
よ
り
現
職
。
現
在
、
二
期
目
。
筑
波
大
学
国
際
総
合
学
類
卒
業
、

ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｕ
Ｃ
Ｌ
公
共
政
策
研
究
所
修
士
課
程
修
了
後
、
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
修
了
。
博
士
（
国
際
政
治
経
済

学
）。
二
〇
二
二
年
、
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
指
す
「
つ
く
ば
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
表
明
。
二
〇
二
三
年
に
無
作
為
抽
選

型
の
市
民
会
議
「
気
候
市
民
会
議
つ
く
ば
」
の
開
催
を
実
現
。
政
治
家
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
で
、
優
秀

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
推
進
賞
を
受
賞
。
経
済
協
力
開
発
機
構
に
よ
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
メ
イ
ヤ
ー
に
も
選
出
。

五
十
嵐
立
青
（
い
が
ら
し
・
た
つ
お
）

五十嵐立青〔2015〕

あなたのまちの政治は案外、 
あなたの力でも変えられる
ディスカヴァー・トゥエンティワン

気
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データで 見る 社会を動かせるか
気候市民会議は

気候市民会議の進め方（例）熟議による意見・態度の変化：「藤沢のこれから、1 日討論」

各国市民の気候変動問題に対する意識

注１）藤沢市の現状と将来像に関する討論型世論調査（1回目）。1日討論は、2010年 1月 30日実施。
　　　①事前調査は、3,000 サンプル郵送で、1,217 人回答。この回答者に「1日討論」への参加募集が行われた。
　　　②�「1日討論」後調査は、資料提供・小集団での討論・専門家への質疑・全体討論を経た後の調査。「1日討論」当日の参加者は、

258人。
注２）グラフ内の回答の他に、「中間・どちらともいえない」「わからない」「不明」がある。
出所）�曽根泰教（2011）「「態度変化」がある討論型世論調査―神奈川県藤沢市からの報告」『Journalism』2011. 1、慶應義塾大学

DP研究会（2010）『「市民 1000人調査、200人討論」調査報告書』をもとに、NIRA作成。

注）�国連開発計画（UNDP）、オックスフォード大学および複数のNGOによる「the Mission 1.5」キャンペーンの一環で、50カ国で
実施された世論調査の結果。調査期間は 2020 年 10月 7日～ 12月 4日。サンプル数 122万人。質問票はモバイルゲームアプリ
の広告を通じて配信された。データは加重平均処理された。

出所）UNDP and University of Oxford （2021）”Peoples’ Climate Vote: Results”

出所）�三上直之（2022）『気候民主主義―次世代の政治の動かし方』岩波書店、つくば市「気候市民会議つくば」（Web）などを参考
にNIRA作成。

注１）気候変動以外のテーマも含む。
注２）実施主体の「国」には「連邦政府」が含まれる。「地方自治体」には「地域」「州」が含まれる。
出所）OECD Deliberative Democracy Database （2023）.

各国の無作為選出された市民による熟議の実施数（2000 年～ 2023 年）

参加者をくじ引きで選出　＊年代・性別・居住区などの分布に応じた地域の縮図にする①事前調査
（％）

②「1日討論」
後調査（％）

変化
（ポイント）

論点 1　現役世代か将来世代か
案 a 現役の世代のために充実した行政サービス

を維持 30.1 24.1 6.0 ⬇

案 b 将来世代のために健全な財政状況を維持 36.4 47.4 11.0 ⬆
論点 2　行政サービス
案 a 税金が増えても、手厚い行政サービス 29.4 24.5 4.9 ⬇
案 b 少ない負担で、ほどほどの行政サービス 37.9 46.5 8.6 ⬆
論点 3　市が行うべきインフラ投資
案 a 道路や公共施設などハードインフラ 9.1 13.2 4.1 ⬆
案 b 社会保障や教育などソフトインフラ 66.6 67.1 0.5 ⬆

会議の実施〈ゼロカーボンのまちづくりのための提言書をつくる〉
①専門家の情報提供と、小グループでの議論
②提言のアイデア出し・アイデアの洗練・提言案の作成と改善
③投票で、提言項目ごとに採否を決める

例：〈採　択〉�バスやタクシーの自動運転を実現するために、市は、モデル地区を定め開発
を進める。

例：〈不採択〉市は、自転車専用レーンのモデル地区を整備する

提言書の完成・公表

行政の政策への活用・反映
例：�つくば市は、「気候市民会議つくば（2023 年）」の提言書を受けて 2024-2025 年度

中に「つくば市地球温暖化対策実行計画　区域施策編」を改定予定

（実施数）

イ
タ
リ
ア

日
本

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ド
イ
ツ

英
国

カ
ナ
ダ

フ
ラ
ン
ス

デ
ン
マ
ー
ク

米
国

200

150

100

50

0

国が実施

1

地方自治体が実施

気候変動は世界的な緊急事態と
思うか

（%）

1位
英国 （81）

イタリア （81）

3 位 日本 （79）

4位
フランス （77）

ドイツ （77）

6位 南アフリカ （76）

7位 カナダ （75）

必要なことは全て今すぐ
すべきだと思うか

（%）

1位 イタリア （78）

2位 英国 （77）

3位 オーストラリア （76）

4位 スペイン （75）

カナダ （75）

…

17 位 日本 （62）

166

（左記の質問に「Yes」と答えた人に）
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市民

不安や懸念を前向きな視点で捉え直す

「自分ごと」として社会にアクションを起こす

市民と政策決定者の溝をうめる

社会

既存の意思決定の構造に

メスを入れる

スピード感ある　　　

ルール整備・変更

達成したい未来を　　　

近づける

行政

サイレントマジョリティーの

声を拾う

参加していない市民からも　

提言が支持を得やすい

提言は市民に行動変容を　　

促す根拠に

・長期的

・地球規模的

・複雑で、関わるアクターが多い

・政策決定者の短視眼

・選挙区などの狭い視野

・支持母体の利害

気候変動問題は、今の民主主義の仕組みでは対応しにくい

～5人の識者の意見～

気候市民会議はどのような意義があるのか

気候市民会議＜ミニ・パブリックス＞

くじ引きで選出した市民で議論した提言を、政策決定に生かす
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［NIRA総研ホームページ］
https://www.nira.or.jp

諸活動を紹介するホームページをご利用ください。

［NIRA総研公式Facebook］
https://www.facebook.com/nira.japan

研究成果や活動状況を紹介していますので、ご利用下さい。
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info@nira.or.jp

わたしの構想　No.70
2024年 2月 10日発行

ⓒ公益財団法人NIRA総合研究開発機構
編集：神田玲子、榊麻衣子（編集長）、山路達也

 


	開-表1
	開-本文
	開-表4

